
　　　ｅ－mail　　keiri@yokohama-art.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　認可時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には認可時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

　　　　「意見伺い」の場合は，表題を修正してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２３年３月11日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は認可時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　045-961-7371

学校法人　トキワ松学園　　

[平成２２年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

横浜美術大学　美術学部　美術学科

　　　計画の区分：大学の設置

　　　電話番号　　045-963-4189

　　　職名・氏名　総務課長代理　大島　靖之
　　                         　ソウムカチョウダイリ   　     オオシマ　ヤスユキ

　作成担当者

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

平成２３年５月１日現在　　

　　　（夜間）　　045-963-4189

　　担当部局（課）名　横浜美術大学総務課

認可 

大学番号：私279  注３ 
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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（マガラ　ヤスモト ）

眞　柄　泰　基

（平成２０年４月）

（ハルヤマ　フミノリ ）

春　山　文　典

（平成２２年４月）

（クツマ　　ヒロシ ） （クツマ　(マルヤマ)　ヒロシ ）

沓　間     宏 沓　間  (丸　山)  宏

（平成２２年４月） （平成２２年４月）

学 部 長
戸籍上の本姓が（　）内
のとおりとなったため。
(22)

学　　長

　　　〒２２７－００３３

（３） 大学の位置

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

（２） 大　学　名

　　　（例）平成２０年度に報告済の内容　→（20）

　　　　記入してください。

　　　　横　浜　美　術　大　学

　　　　学　校　法　人　　　ト キ ワ 松 学 園

　　　　神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1204番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

職　　名

（４） 管理運営組織

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２３年度に報告する内容　→（23）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。



　　　に報告書を作成してください。

　美術学部
　　　美術学科

　　学士（美術）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

358 ― 253 ―

(144) (　―　) (86) (　―　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[(1)] [ ― ] [ 3 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

337 ― 238 ―

(140) (　―　) (86) (　―　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[(1)] [ ― ] [ 3 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

284 ― 237 ―

(136) (　―　) (86) (　―　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[(1)] [ ― ] [ 3 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

220 ― 179 ―

(127) (　―　) (82) (　―　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[(1)] [ ― ] [ 2 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

(　　 　)

[ 　　　 ]

(　　 　)

[ 　　　 ]

志願者数

Ｂ　 入学者数

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

1.15
(0.64)

0.94
(0.41)

(　)内は3年次
開学分を示
す。

Ａ　 入学定員

　　　　　　　

備　　考
平成２４年度平成２３年度

平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２２年度 平成２５年度

772
人

3年次 61904

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

修業年限

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２０年度開設の４年制の学科の場合（平成２３年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

平成22年4月に1年次、
3年次同時開学

人年次人年

合格者数

受験者数 1.04
        倍
(0.52)

[ 　―　 ]

190 190
( 196 )

[ 　―　 ]

( 196 )

　　　　記載してください。

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

（注）・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　「－」を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　0　] [ ― ] [　2　] [ ― ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　 　]

220 ― 185 ―

[　0　] [ ― ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

205 ―

[　1　 ] [ ― ] [　0　] [ ― ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

127 ― 83 ―

[　1　] [ ― ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

118 ―

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学整数を記入してください。

347

[　　　　 ][　　　　 ][　　3　　 ][　 1 　]

３年次

４年次

　　　　記載してください。

備　　　　　考

１年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２５年度平成２３年度 平成２４年度

計

（注）・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

591

　　　　ください。

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

平成２２年度

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

２年次



[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

[　0　]

9(8)人

[　1　]
人

220(127)

うち平成２０年度入学者 ―　人 うち平成２０年度 ―　人

うち平成２１年度入学者 ―　人 うち平成２１年度 ―　人

うち平成２２年度入学者
9(8)人

うち平成２２年度
人

220(127)

（注）・　各年度の退学者数・在学者数については，該当年度間（例えば，平成22年度であれば，平成22年4月1日から平成23年3月末

　　　　前年度までの確定した在学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度における退学者数】を，【当該対象年度の入学者数＋当該対象年度の

　　　　第１位までを記入してください。なお，参考までに例示を添付しますので，そちらをご参照ください。

　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

(　)内は3年次編入学
生を示す。

計 （累積）計

　　　・　　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

（主な退学理由）
・就学意欲の低下　3(1)
・他の教育機関への入学・転学　2(2)
・就職　1(1)
・学生個人の心身に関する事情　2(2)

・経済的理由　0(1)
・除籍　0(1)
・その他　1(0)

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

　　　 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載
　　してください。

（主な退学理由）

計 （累積）計

　　　 ％

（主な退学理由）

4.1（6.3）　 ％

　　　　まで）の状況を記載してください。また，数字については確定した数値を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 2 2

－ 2 0 0 2 2

1･2前後 2 1

1･2前後 2 1

1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 1

3･4後

3･4前 2 兼1

教育哲学 3･4前後 2 1

－ 0 12 0 2 兼2

1･2前後 2 1

2･3前後 2 1

3･4前後 2 1

2･3前後 2 1

2･3前後 2 1

1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 兼1

－ 0 14 0 1 兼2

1･2通 2 兼2 ※講義

－ 0 2 0 兼2

1通 2 1

2･3通

2･3前後 2 兼1

1･2通

1･2前後 2 兼1

2･3通

未開講

2･3前後 2 兼1

－ 2 6 0 1 兼2

1･2前後 2 1 1 兼1

1･2前後 2 1 1

1･2前後 2 1 1

1･2前後 2 1 1

1･2前後 2 1 1 兼1

1･2前後 2 1 兼1

1･2前後 2 1 1

1･2前後 2 1 1

－ 0 16 0 3 4 兼3

履修上のバランスを配
慮して、配当年次を変
更(22)

教育効果上から通年に
変更（23）

教育効果上から通年に
変更（23）

教育課程構成上のバラ
ンスを考慮して教員を
追加（23）

教育効果上から通年に
変更（23）

備考配当年次授業科目の名称

造形表現（工芸Ａ）

専任教員等の配置

教育学概論

小計（8科目）

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

歴史学概論

経済学

造形表現（デザインＡ）

造形表現（デザインＢ）

造形表現（彫刻Ｂ）

造形表現（描画Ａ）

22年度は3年次履修希望
者がいなかったため未
開講(23)

知的財産法Ａ

体
育

体育

小計（1科目）

小計（7科目）

知的財産法Ｂ

造形表現（描画Ｂ）

造形表現（彫刻Ａ）

造形表現（工芸Ｂ）

科目
区分

共
通
科
目

一
般
教
養

法学

日本国憲法

法学特論

心理学

造
形

英語Ⅰ

教育心理学

小計（6科目）

英語Ⅱ

初
年
次

教
育

アカデミックリテラシー

小計（1科目）

人
文

外
国
語

小計（4科目）

社
会
・
歴
史

哲学概論

文学

２　授業科目の概要

＜美術学部　美術学科＞

（１） 授業科目表

単位数



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考配当年次授業科目の名称

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

情報処理概論 1･2前後 2 1

1･2前後 2 1

2･3前後 2 1

コンピュータハードウエア 2･3後 2 1

コンピュータネットワーク 2･3前 2 1

2･3後 2 兼1

1前 2 1 1

1後 2 1 1

2前後

2前 2 1 兼1

2後 2 1 1

2前 2 1 兼1

３Ｄ表現 2前後 2 1 兼1

－ 0 24 0 1 2 兼3

3･4前 2 1 2

3･4後 2 2 2

環境科学 1･2前後 2 兼1

3･4前後 2 兼1

2･3通 2 2 オムニバス

－ 0 10 0 4 2 兼2

1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 1

3･4前後 2 1

造形美術論Ⅰ 1･2前後 2 1

造形美術論Ⅱ 1･2前後 2 1

造形図法 1･2前後 2 1

構図論 1･2前後 2 1

美術解剖学 1･2前後 2 兼1

2･3前後 2 2 兼1 オムニバス

3･4前後 2 1

デザイン概論 1･2前後 2 1

デザイン特論 3･4前後 2 1 1

映像論 3･4前後 2 1

絵本論 3･4前後 2 1

漫画論 3･4前後 2 兼1

身体表象論 3･4前後 2 1

工芸論 3･4前後 2 1

環境デザイン論 3･4前後 2 兼1

3･4前後 2 1

パフォーミング・アーツ論 3･4前後 2 兼1

美術教育論 3･4前後 2 1

3･4前後 2 1

1･2前後 2 1

－ 6 40 0 5 5 兼6

教育効果上から前後期
に変更（23）

教育課程構成上のバラ
ンスを考慮して教員を
変更（23）

教育課程の充実を図るた
め、科目を追加(23)
 担当　山田弘和（教授）
 平成22年9月教員審査済
 判定　可　(22)

共
通
科
目

一
般
教
養

総
合

美
術
理
論

専
門
教
養

ウェブデザイン演習

ウェブプログラミング演習

ボランティア講座

キャリアデザイン講座

色彩概論

色彩特論

美術表現論

現代美術論

コンピュータグラフィックス

ウェブデザインⅡ

美学概論

マルチメディア演習

小計（12科目）

小計（6科目）

原典講読

教養演習

コンピュータ編集

コンピュータリテラシー

メ
デ
ィ

ア
表
現

ウェブデザインⅠ

芸術企画論

博物館概論

小計（22科目）

プロダクトデザイン論



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考配当年次授業科目の名称

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

1前 2 1

1･2後 2 1

3･4前後 2 1

3･4前後 2 1

1前 2 1

1･2後 2 1

1･2前後 2 1

－ 2 12 0 1 1

3前後 2 1 1 兼1 オムニバス

3前後 2 2 1 1 オムニバス

2 3
3前後 2 3 2 2 オムニバス

－ 0 6 0 4 5 4 兼1

3 兼7

1前 2 3 2 1 8 兼8

1･2前 2 1 2

1･2前後 2 2 1 2

1･2後

1･2前 2 1 1

1･2前 2 1 1 2

1･2前 2 1 4 兼1

兼3

1･2前後 2 4 兼2

1･2前後 2 4 兼4

－ 2 14 0 7 5 1 12 兼15

兼3

1前 2※ 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

1後 6※ 1 1 2 兼4
オムニバス

選択必修

2前 6※ 2 1 2 兼4
オムニバス

選択必修

兼5

2後 8※ 1 2 兼6
オムニバス

選択必修

3前 8※ 2 1 2 兼4
オムニバス

選択必修

3後 8※ 2 1 2 兼4
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 2
オムニバス

選択必修

－ 0 46 0 2 1 4 兼14

専
門
科
目

専
門
教
養

西洋美術史Ⅰ

西洋美術史Ⅱ

西洋美術史特論

西洋工芸史

日本美術史Ⅰ

絵
画
領
域

教育課程構成上のバラ
ンスを考慮して教員を
変更（23）

教育課程構成上のバラ
ンスを考慮して教員を
変更（23）

共
通
科
目

基
礎
実
技

美
術
史

造
形
演
習

絵
画

履修上のバランスを配慮
して、配当年次を変更
(22)

美
術
リ
テ
ラ
シ
ー

美術リテラシー（導入）

美術リテラシー（彫刻）

美術リテラシー（描画）

美術リテラシー（工芸）

美術リテラシー（デザイン）

美術リテラシー（デジタル）

日本美術史Ⅱ

東洋美術史

小計（7科目）

絵画基礎Ⅳ

絵画

工芸

小計（3科目）

ビジュアルデザイン

美術リテラシー（Ｗｅｂ）

美術リテラシー（ＤＴＰ）

絵画Ⅱ

美術研究Ⅰ（絵画）

美術研究Ⅱ（絵画）

絵画基礎Ⅰ

絵画基礎Ⅱ

絵画Ⅰ

小計（8科目）

美術研究Ⅲ（絵画）

絵画基礎Ⅲ

美術研究Ⅳ（絵画）

小計（10科目）

教育課程構成上のバラ
ンスを考慮して教員を
追加（23）

教育課程構成上のバラ
ンスを考慮して教員を
追加（23）

科目の充実を図るため
教員を追加（23）

担当予定講師の不都合
によるため教員を変更
（23）



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考配当年次授業科目の名称

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

1前 2※ 1 1 3 兼4
オムニバス

選択必修

1後 2※ 1 1 2
オムニバス

選択必修

1後 2※ 1 2 兼1
オムニバス

選択必修

2前 2※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

2前 2※ 1 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

2前 2※ 1 1 兼2
オムニバス

選択必修

2前 2※ 1 1 兼2
オムニバス

選択必修

－ 0 14 0 2 1 1 4 兼7

2後 2※ 1 1 兼2
オムニバス

選択必修

2後 2※ 1 2 兼1
オムニバス

選択必修

2後 2※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

2後 2※ 1 1
オムニバス

選択必修

3前 2※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

3前 3※ 1 2 兼1
オムニバス

選択必修

3前 3※ 1 2 兼1
オムニバス

選択必修

3後 4※ 1 2 兼3
オムニバス

選択必修

3後 4※ 1 3 兼2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 3 兼3
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 3 兼4
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 3 兼2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 3 兼1
オムニバス

選択必修

－ 0 32 0 3 3 兼6

2後 2※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

2後 2※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

2後 2※ 1 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

兼4

2後 2※ 1 2 兼5
オムニバス

選択必修

3前 2※ 1 1 兼2
オムニバス

選択必修

3前 3※ 1 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

3前 3※ 1 3 兼2
オムニバス

選択必修

3後 8※ 1 1 1 兼3
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 2 兼3
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 2 兼3
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 2 兼3
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 2 兼3
オムニバス

選択必修

－ 0 32 0 1 1 3 兼9

専
門
科
目

工
芸
領
域

テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン

クラフト（形体）

クラフト（空間）

共
通
（

工
芸
）

素材表現基礎

平面表現基礎

立体造形基礎

メタルクラフト基礎

小計（7科目）

テキスタイル基礎

小計（12科目）

テキスタイル総合表現

美術研究Ⅰ（テキスタイルデザイン）

美術研究Ⅱ（テキスタイルデザイン）

ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン

メタルクラフトⅠ(彫金技法によるデザイン)

メタルクラフトⅡ(鍛造技法の応用)

テキスタイルⅡＢ(プリントとデザイン展開)

クラフトデザインⅡ(器のデザイン)

クラフトデザインⅢ(機能と道具のデザイン)

美術研究Ⅳ（クラフトデザイン）

小計（13科目）

テキスタイルⅠＡ(織りの基本技法と知識)

テキスタイルⅠＢ(プリントデザイン)

テキスタイルⅡＡ(ウェアラブルデザイン)

工芸計画（テキスタイル）

美術研究Ⅳ（テキスタイルデザイン）

美術研究Ⅲ（クラフトデザイン）

インテリアエレメントＢ(家具とカバリングデザイン)

テキスタイルⅢ(ファブリックアート)

インテリアエレメントＡ(木と金属の家具デザイン)

エクステリアエレメント

工芸計画（クラフト）

クラフトデザインⅠ(接合技法とメタルクラフト)

テーマ制作

担当予定講師の不都合
によるため教員を変更
（23）

美術研究Ⅲ（テキスタイルデザイン）

美術研究Ⅰ（クラフトデザイン）

美術研究Ⅱ（クラフトデザイン）



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考配当年次授業科目の名称

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

兼3

1前 2※ 1 1 1 4 兼4
オムニバス

選択必修

兼5

1･2前後 3※ 1 1 4 兼4
オムニバス

選択必修

兼2

1･2前後 3※ 2 1 4 兼3
オムニバス

選択必修

1･2前後 3※ 1 1 4 兼2
オムニバス

選択必修

兼4

1･2前後 3※ 1 1 4 兼3
オムニバス

選択必修

2後 4※ 2 2 4 兼4
オムニバス

選択必修

2後 4※ 1 2 4 兼5
オムニバス

選択必修

2後 4※ 1 3 4 兼4
オムニバス

選択必修

－ 0 26 0 4 5 1 4 兼15

3前 4※ 2 1 2 兼3
オムニバス

選択必修

3前後 4※ 1 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

3前後 4※ 2 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

3後 4※ 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 2 兼4
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 兼4
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 兼4
オムニバス

選択必修

4前 2※ 2 1 兼4
オムニバス

選択必修

－ 0 24 0 2 1 3 兼5

3前 4※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

3前 4※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

兼2

3後 8※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

兼2

3後 8※ 1 1 兼1
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 兼2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 兼2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 1 兼2
オムニバス

選択必修

－ 0 32 0 1 1 2 兼6

専
門
科
目

ビ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ザ
イ
ン
領
域

共
通
（

ビ
ジ
ュ

ア
ル
）

映
像
メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
ン

グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン

小計（8科目）

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）

美術研究Ⅰ（映像メディアデザイン）

美術研究Ⅳ（映像メディアデザイン）

小計（8科目）

美術研究Ⅱ（映像メディアデザイン）

美術研究Ⅲ（映像メディアデザイン）

美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）

小計（8科目）

映像メディアデザインⅠＡ(メディア・インスタレーション)

映像メディアデザインⅠＢ(アニメ・映像デザイン)

映像メディアデザインⅡＡ(メディア・インスタレーション)

映像メディアデザインⅡＢ(アニメ・映像デザイン)

ビジュアルデザイン基礎Ｃ（イラストレーション）

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ領域内の
教育効果を高めるため
教員を変更(23)

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）

美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ領域内の
教育効果を高めるため
教員を変更(23)

担当予定講師の不都合
によるため教員を変更
（23）

担当予定講師の不都合
によるため教員を変更
（23）

グラフィックデザインⅠ(共通課題)

グラフィックデザインⅡＡ(タイポグラフィー・エディトリアル)

グラフィックデザインⅡＢ(ビジュアルコミュニケーション)

グラフィックデザインⅡＣ(デジタルクリエーション)

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）

美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ領域内の
教育効果を高めるため
教員を変更(23)

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ領域内の
教育効果を高めるため
教員を変更(23)

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ領域内の
教育効果を高めるため
教員を変更(23)

ビジュアルデザイン実践Ｃ（イラストレーション）

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）

ビジュアルデザイン基礎Ｂ（映像メディアデザイン）



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考配当年次授業科目の名称

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

兼4

3前 4※ 1 2 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

兼4

3前 4※ 1 2 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

3後 4※ 1 2 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

3後 4※ 1 2 1 2 兼2
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 2 2 兼1
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 2 兼1
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 2 兼1
オムニバス

選択必修

4前 2※ 1 2 兼1
オムニバス

選択必修

－ 0 24 0 1 2 1 2 兼6

4後 8 7 6 1 10 兼19

－ 8 0 0 7 6 1 10 兼19

－ 22 384 0 14 12 2 27 兼75

専
門
科
目

全
領

域
共

通

イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ

ン

ビ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ザ
イ
ン
領
域 美術研究Ⅰ（イラストレーション）

小計（8科目）

イラストレーションⅠ(発想と描写①)

イラストレーションⅡ(発想と描写②)

イラストレーションⅢ(エディトリアル)

イラストレーションⅣ(絵本)

美術研究Ⅳ（イラストレーション）

美術研究Ⅱ（イラストレーション）

美術研究Ⅲ（イラストレーション）

卒業制作

小計（1科目）

合計（160科目）

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ領域内の
教育効果を高めるため
教員を変更(23)

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ領域内の
教育効果を高めるため
教員を変更(23)



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考配当年次授業科目の名称

専任教員等の配置

科目
区分

単位数

1･2後

1･2前 2 1 兼1

1･2前後 2 1

教育哲学（再掲） 3･4前後 2 1

3･4前 2 兼1

1･2後 2 兼1

3･4前後 2 1

3前

3後 2 1 兼1

3通 4

3前 2 1

4後

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 兼1

3後 2 兼1

3後 2 兼1

4通 2 1

4前 1 1

4通 2 1 1

4通 2 1 1

－ 0 8 27 1 1 兼4

教職課程認定に伴い教
員変更（専任から兼任
へ）及び配当年次を変
更(22)

教職課程認定に伴い教
員変更（専任から兼任
へ）及び配当年次を変
更(22)

教職課程認定に伴い配
当年次を変更(22)

美術科教育法Ⅰ 教職課程認定に伴い配
当年次及び単位を変更
(22)

教職入門

教
職
の
意
義

美術科教育法Ⅱ

美術教育論（再掲）

教育方法論

教
職
課
程
科
目

特別活動の指導法

教職実践演習

教
育
実
習

教育実習の研究

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

小計（17科目）

教
育
課
程
・
指
導
法

生
徒
指

導
・
教

育
相
談

生徒・進路指導の研究

教育相談

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

教職課程認定に伴い科
目名称を変更(22)

教
職
の
基
礎

理
論

教育学概論（再掲）

教育心理学（再掲）

教育制度論

道徳教育の研究

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

教職実践演習(中等)実
践
演

習

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２２年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　反映させてください。（ただし、「（３）未開講科目」欄には記載する必要はありません）。

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても，「（１）授業科目表」にはその状況を

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）



（２） 授業科目数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修

科目 科目 科目 科目 科目 科目

152 0 160

選　択 自　由 計

科目

[　0　] [　1　]

科目

8 151 0 159 8

（注）・　未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，
　　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，設置認可時の
　　　　計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　0　] [　1　]



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

    該当なし

＝ 0
認可時の計画の授業科目数の計

（注）・　設置認可時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について
　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。
　　　　

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

未開講科目と廃止科目の計

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

    該当なし

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　設置認可時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって



備考

大学全体

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校 舎 敷 地 0 ㎡ 0 ㎡ 37,265 ㎡37,265 ㎡

（16,335㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

運動場用地

小　　　計 41,065 ㎡

3,800 ㎡ 0 ㎡

16,335㎡ 0 ㎡

（　　　　0 ㎡） （　　　 0 ㎡）

28

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

新設学部等の名称 室　　　　　　数

美術学部　美術学科 室

冊

150〔15〕　

（44,000〔6,500〕） （150〔15〕）

(４) 専任教員研究室

３　施設・設備の整備状況，経費

0 ㎡ 16,335㎡

（16,335㎡）

41,390 ㎡ 0 ㎡

計

点 点 点

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

0 0

（0） （0）

2〔　2〕　

（0）（ 2〔　2〕） （1,330） （0）

1,330

（1,330）

完成年度

80,000冊

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入　等

区　　　　分 開設年度

17,000千円

20,066千円

開設年度

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,053㎡ 体育用具室　190.0㎡

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

第１年次

204,768千円

完成年度

共同研究費等

20,265千円

学生１人当り
納付金

1,748千円 1,448千円

17,000千円

第２年次 第３年次

1,448千円 －  千円 －  千円

第４年次 第５年次 第６年次

1,448千円

41,390 ㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

0室

情報処理学習施設

6室

（補助職員　1人）

美術学部

45室

実験実習室

6室

講　義　室

8室

2〔　2〕　

〔うち外国書〕

区　　分

閲 覧 座 席 数

開設前年度

収 納 可 能 冊 数

(３) 教　　室　　等

演　習　室

　

図
書
・
設
備

(５)

150〔15〕　

0 ㎡ 3,800 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡ 41,065 ㎡

115席

面　　　　　積

種

44,000〔6,500〕　

44,000〔6,500〕　

0 ㎡

3,000千円

0 ㎡ 325 ㎡そ　の　他

合　　　計

325 ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

715㎡

(８)
5,241千円

教員１人当り研究費等 図書購入費350千円
5,000千円 5,000千円

大学全体

44,530〔6,594〕　 80〔19〕　 2〔　1〕　 1,256

（44,000〔6,500〕） （150〔15〕） （ 2〔　2〕）

（44,530〔6,594〕） （80〔19〕） （ 2〔　1〕）

44,530〔6,594〕　 80〔19〕　 2〔　1〕　

（1,256）

1,256

1,330 0 0

（44,530〔6,594〕） （80〔19〕） （ 2〔　1〕） （1,256）

図書を充実させるため
雑誌等の経費を回し
た。(22)

図書を充実させるため
(23)

計

48,000〔7,000〕　

49,000〔7,000〕　

図書費には電子ジャー
ナルの整備費（運用コ
スト含む）を含む。

図書を充実させるため
(22)
納品が次年度となった
ため(22)

研究費は実額確定及び
複数年にわたるもの
(23)
図書は充実させるため
(23)
設備は前年度納品遅れ
処理及び設備充実のた
め(23)

   42千円

3,000千円

328千円

350千円

設備購入費
188,031千円

24,518千円



　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

（注）・　設置認可時の計画を，認可申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれて

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　いる場合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（23）」を「備考」に赤字で記入してください。



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

　

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

造形美術科 2 － － －
短期大
学士(芸
術)

－
昭和41
年度

神奈川県横浜市
青葉区鴨志田町
1204

※平成22年度よ
り学生募集停止

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期

　　　　大学において専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

４　既設大学等の状況

　横浜美術短期大学

　○　○　大　学

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　・　認可申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

専
教授
(学部長･
学科長）

沓間　　宏
(55)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅲ※

絵画基礎Ⅳ※

絵画Ⅰ※

絵画Ⅱ※

美術研究Ⅰ(絵画)※

美術研究Ⅱ(絵画)※

美術研究Ⅲ(絵画)※

美術研究Ⅳ(絵画)※

卒業制作

専 教授
中野　滋
(58)

平成22
年4月

造形表現（彫刻Ａ）

造形表現（彫刻Ｂ）

造形表現（描画Ａ）

造形表現（描画Ｂ）

美術表現論※

美術リテラシー（彫刻）

専 教授
北村　治
(59)

平成22
年4月

ビジュアルデザイン※

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※

イラストレーションⅡ(発想と描写②)※

イラストレーションⅢ(エディトリアル)※

イラストレーションⅣ(絵本)※

美術研究Ⅰ（イラストレーション）※

美術研究Ⅱ（イラストレーション）※

美術研究Ⅲ（イラストレーション）※

美術研究Ⅳ（イラストレーション）※

卒業制作

ボランティア講座※

ビジュアルデザイン※

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

グラフィックデザインⅠ(共通課題)※

グラフィックデザインⅡＡ(タイポグラフィー・エディトリアル)※

グラフィックデザインⅡＢ(ビジュアルコミュニケーション)※

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※

卒業制作

専 教授
松本　博文
(60)

平成22
年4月

アカデミックリテラシー

法学

日本国憲法

法学特論

知的財産法Ａ

知的財産法Ｂ

教養演習

兼任 講師
長崎　信博
(61)

平成23
年4月

造形表現（工芸Ａ）

工芸※

専
准教
授

辻　康介
(39)

平成23
年4月

美術リテラシー（描画）

美術リテラシー（工芸）
立体造形基礎※
エクステリアエレメント※

工芸※

素材表現基礎※

メタルクラフト基礎※

クラフト（形体）※

メタルクラフトⅠ（彫金技法によるデザイン）※

メタルクラフトⅡ(鍛造技法の応用)※

クラフトデザインⅠ(接合技法とメタルクラフト)※

インテリアエレメントＡ(木と金属の家具デザイン)※

クラフトデザインⅡ(器のデザイン)※

クラフトデザインⅢ(機能と道具のデザイン)※

テーマ制作※

美術研究Ⅰ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅱ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅲ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅳ（クラフトデザイン）※

卒業制作

平成23年4月から教育
課程構成上のバランス
を考慮して本郷英行教
授担当分の一部を担当
平成22年9月教員審査
済
判定　可　（23）

５　教員組織の状況
<美術学部　美術学科＞
（１）担当教員表

寺田　有恒
(62)

平成22
年4月

専 教授

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

美術リテラシー（描画）

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名

平成22
年4月

担当授業科目名

専 教授
本郷　英行
(62)

平成22
年4月

造形表現（工芸Ａ）

専 教授
安岡　和彦
(57)

平成23年4月から教育
課程構成上のバランス
を考慮して本郷英行教
授担当分の一部を担当
（23）



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

造形表現（デザインＡ） 造形表現（デザインＡ）

造形表現（デザインＢ） 造形表現（デザインＢ）

ビジュアルデザイン※

専
准教
授

三橋　　純
(43)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン※

専 教授
山田　弘和

（58）
平成22
年4月

美術リテラシー（導入）

専 教授
浅川　正樹

（47）
平成23
年4月

美術リテラシー（導入）

専
准教
授

久保　洋子
(51)

平成23
年4月

美術リテラシー（導入）

専 助教
田﨑　冬樹
(39)

平成23
年4月

美術リテラシー（導入）

美術リテラシー（描画）
平成22
年4月

美術リテラシー（描画）

平成22
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

専 教授
浅川　正樹

（47）
平成23
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

専
准教
授

久保　洋子
(51)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

専 助教
田﨑　冬樹
(39)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

専 教授
山田　弘和

（59）
平成23
年4月

プロダクトデザイン論

専 教授
北澤　茂夫
(53)

平成22
年4月

ボランティア講座※

美術リテラシー（導入）

絵画基礎Ⅰ※

絵画基礎Ⅱ※

絵画基礎Ⅲ※

絵画Ⅰ※

絵画Ⅱ※

美術研究Ⅰ（絵画）※

美術研究Ⅱ（絵画）※

美術研究Ⅲ（絵画）※

美術研究Ⅳ（絵画）※

卒業制作

専 教授
小野寺　玲子

(50)
平成22
年4月

アカデミックリテラシー

原典講読

教養演習

西洋美術史Ⅰ

西洋美術史Ⅱ

西洋美術史特論

西洋工芸史

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため山田弘和教授担当
分を変更平成22年9月
教員審査済
判定　可　（23）

平成21年12月
城井光広教授(予定)辞
退のため平成22年度よ
り担当者の変更
平成22年1月教員審査
済
判定　可　（22）

平成21年12月
城井光広教授(予定)
辞退のため平成22年
度より担当者の変更
平成22年1月教員審査
済
判定　可　（22）

平成21年12月
城井光広教授(予定)
辞退のため平成22年
度より担当者の変更
平成22年1月教員審査
済
判定　可　（22）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領
域内の教育効果を高
めるため山田弘和教
授担当分を変更
平成22年9月教員審査
済
判定　可　（23）

専 教授
山田　弘和

（58）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため山田弘和教授担当
分を変更
認可時　教員審査済
判定　可　（23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため山田弘和教授担当
分を変更
認可時　教員審査済
判定　可　（23）

平成23年4月から教育
課程の充実を図るた
め、科目を追加
平成22年9月教員審査
済
判定　可　（23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領
域内の教育効果を高
めるため山田弘和教
授担当分を変更
平成22年9月教員審査
済
判定　可　（23）

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

平成22
年4月

専 教授
山田　弘和

（58）

ビジュアルデザイン※

美術リテラシー（導入）

専 教授
城井　光広
(50)

平成22
年4月



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

美術教育論

教職入門 兼任 講師
（67）

平成22
年4月

教職入門

美術科教育法Ⅰ

美術科教育法Ⅱ

教職実践演習（中等）

教育実習の研究

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

専 教授
加藤　寿彦
(52)

平成22
年4月

美術リテラシー（デザイン）

ビジュアルデザイン基礎Ｂ（映像メディアデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※

映像メディアデザインⅠＡ(ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｽﾀﾚｰｼｮﾝ)※

映像メディアデザインⅡＡ(ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｽﾀﾚｰｼｮﾝ)※

美術研究Ⅰ（映像メディアデザイン）※

美術研究Ⅱ（映像メディアデザイン）※

美術研究Ⅲ（映像メディアデザイン）※

美術研究Ⅳ（映像メディアデザイン）※

卒業制作

専 教授
安部　定
(53)

平成22
年4月

造形美術論Ⅰ

造形美術論Ⅱ

現代美術論

工芸論

芸術企画論

美術リテラシー（導入）

工芸計画（クラフト）

専 教授
浅川　正樹
(46)

平成22
年4月

美術表現論※

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

グラフィックデザインⅠ(共通課題)※

グラフィックデザインⅡＢ(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)※

グラフィックデザインⅡＣ(デジタルクリエーション)※

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※

卒業制作

専
准教
授

山田　磯夫
(53)

平成22
年4月

アカデミックリテラシー

原典講読

教養演習

博物館概論

日本美術史Ⅰ

日本美術史Ⅱ

東洋美術史

ビジュアルデザイン※
美術リテラシー（デジタル）

専 助教
田﨑　冬樹
(39)

平成23
年4月

兼任 講師
高岡　香苗
(41)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン基礎Ｃ(イラストレーション)※
ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ｃ(イラストレーション)※

専
准教
授

久保　洋子
(50)

平成22
年4月

ビジュアルデザイン※

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

グラフィックデザインⅠ(共通課題)※

グラフィックデザインⅡＡ(ﾀｲﾎﾟｸﾞﾗﾌｨｰ･ｴﾃﾞｨﾄﾘｱﾙ）※

グラフィックデザインⅡＢ(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）※

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※

卒業制作

平成22年2月
教職課程認定に伴い
平成22年度より担当者
の変更（22）

専 教授

専
准教
授

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため徳永健次准教授担
当分の一部を担当
平成22年9月教員審査
済
判定　可　（23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため徳永健次准教授担
当分の一部を担当
（23）

平成22
年4月

平成22
年4月

長谷川　昇
(61)

徳永　健次
(55)



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

専
准教
授

横湯　久美
(43)

平成22
年4月

絵画※

美術リテラシー（導入）

絵画基礎Ⅱ※

絵画基礎Ⅲ※

絵画Ⅰ※

絵画Ⅱ※

美術研究Ⅰ（絵画）※

美術研究Ⅱ（絵画）※

美術研究Ⅲ（絵画）※

美術研究Ⅳ（絵画）※

卒業制作

アカデミックリテラシー

哲学概論

教育学概論

教育哲学

原典講読

教養演習

教育方法論 兼任 講師
臼井　嘉一

（64）
平成22
年4月

教育方法論

道徳教育の研究

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

専
准教
授

三橋　　純
(42)

平成22
年4月

映像論

ビジュアルデザイン基礎Ｂ（映像メディアデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※

映像メディアデザインⅠＢ(アニメ・映像デザイン)※

映像メディアデザインⅡＢ(アニメ・映像デザイン)※

美術研究Ⅰ（映像メディアデザイン）※

美術研究Ⅱ（映像メディアデザイン）※

美術研究Ⅲ（映像メディアデザイン）※

美術研究Ⅳ（映像メディアデザイン）※

卒業制作

専
准教
授

古性(江連)
淑子
(38)

平成22
年4月

情報処理概論

コンピュータハードウエア

コンピュータネットワーク

コンピュータリテラシー

コンピュータ編集

ウェブデザインⅠ

ウェブデザインⅡ

ウェブプログラミング演習

専
准教
授

宮崎　詞美
(38)

平成22
年4月

絵本論

ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※

イラストレーションⅡ(発想と描写②)※

イラストレーションⅢ(エディトリアル)※

イラストレーションⅣ(絵本)※

美術研究Ⅰ（イラストレーション）※

美術研究Ⅱ（イラストレーション）※

美術研究Ⅲ（イラストレーション）※

美術研究Ⅳ（イラストレーション）※

卒業制作

専
准教
授

加藤　良次
(52)

平成22
年4月

工芸※

美術リテラシー（導入）

素材表現基礎※

平面表現基礎※

テキスタイル基礎※

テキスタイルⅠＢ(プリントデザイン)※

テキスタイルⅡＡ（ウェアラブルデザイン）※

テキスタイルⅡＢ（プリントとデザイン展開）※

テキスタイルⅢ（ファブリックアート）※

インテリアエレメントＢ(家具とカバリングデザイン)※

テキスタイル総合表現※

美術研究Ⅰ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅱ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅲ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅳ（テキスタイルデザイン）※

卒業制作

専
准教
授

内田　　均
(45)

平成22
年4月

文学
英語Ⅰ
身体表象論

色彩概論

色彩特論

造形図法

構図論

デザイン概論

デザイン特論 専 教授
山田　弘和

（59）
平成23
年4月

デザイン特論

美術リテラシー（デザイン）

平成22年2月
教職課程認定に伴い
平成22年度より担当者
の変更　(22)

平成23年4月から教育
課程構成上のバランス
を考慮して辻康介准教
授担当分を変更
平成22年9月教員審査
済
判定　可　（23）

杉山　倫也
(42)

平成22
年4月

辻　康介
(38)

平成22
年4月

専
准教
授

専
准教
授



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

専 教授
北村　治
(60)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※
イラストレーションⅡ(発想と描写②)※
イラストレーションⅢ(エディトリアル)※
イラストレーションⅣ(絵本)※
美術研究Ⅰ（イラストレーション）※
美術研究Ⅱ（イラストレーション）※
美術研究Ⅲ（イラストレーション）※
美術研究Ⅳ（イラストレーション）※
卒業制作

専 助教
高瀬(鈴木)
ゆり(由里)
(47)

平成22
年4月

平面表現基礎

テキスタイル基礎※

クラフト（空間）※

テキスタイルⅠＡ(織りの基本技法と知識)※

テキスタイルⅡＡ(ウェアラブルデザイン)※

工芸計画（テキスタイル）※

テキスタイルⅢ(ファブリックアート)※

テキスタイル総合表現※

美術研究Ⅰ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅱ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅲ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅳ（テキスタイルデザイン）※

卒業制作

美術リテラシー（導入）
ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※
ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン基礎Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※
イラストレーションⅡ(発想と描写②)※ 兼任 講師

後藤　　薫
(49)

平成23
年4月

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※
イラストレーションⅡ(発想と描写②)※

イラストレーションⅢ(エディトリアル)※
イラストレーションⅣ(絵本)※

兼任 講師
八木　美穂子

(48)
平成23
年4月

イラストレーションⅢ(エディトリアル)※
イラストレーションⅣ(絵本)※

兼任 講師
東本(倉持)

愛香
(35)

平成22
年4月

心理学 兼任 講師
野村　和孝
(28)

平成23
年4月

心理学

兼任 講師
西野　泰広
(59)

平成22
年4月

教育心理学

兼任 講師
宮瀧　交二
(48)

平成22
年4月

歴史学概論

兼任 講師
永野   寛
(45)

平成22
年4月

経済学

兼任 講師
岩井　貞夫
(63)

平成22
年4月

環境科学

兼任 講師
鎌田　　貴
(47)

平成22
年4月

体育

兼任 講師
山村　昌代
(36)

平成22
年4月

体育

平成23年4月から担当
予定講師の不都合によ
り担当変更  （23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため押元一敏准教授担
当分の一部を担当
平成22年9月教員審査
済
判定　可　（23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため担当変更  （23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため担当変更  （23）

平成22
年4月

押元　一敏
(39)

ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

専 助教
田﨑　冬樹
(38)

平成22
年4月

専
准教
授



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

兼任 講師
中島　祥子
(29)

平成22
年4月

英語Ⅱ

兼任 講師
正田　靖子
(51)

平成22
年4月

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

兼任 講師
関　　孝行
(51)

平成22
年4月

造形表現（彫刻Ａ）

兼任 講師
鈴木　寿一
(46)

平成22
年4月

造形表現（工芸Ｂ）

兼任 講師
本池　　巧
(45)

平成22
年4月

ウェブデザイン演習
美術リテラシー(Ｗｅｂ)

兼任 講師
栗林　賢
(28)

平成22
年4月

美術リテラシー(Ｗｅｂ)

兼任 講師
信太　孝夫
(58)

平成22
年4月

マルチメディア演習
３Ｄ表現

兼任 講師
稲垣 久美子

(47)
平成22
年4月

キャリアデザイン講座

兼任 講師
阿部(佐藤)

美由起
(39)

平成22
年4月

美学概論

兼任 講師
伊藤　恵夫
(52)

平成22
年4月

美術解剖学

兼任 講師
杉本　　洋
(58)

平成22
年4月

美術表現論※

兼任 講師
森本　純一郎

(34)
平成22
年4月

漫画論

兼任 講師 櫻内　理恵
(52)

平成22
年4月

パフォーミング・アーツ論

兼任 講師
本山　裕久
(37)

平成22
年4月

コンピュータグラフィックス
美術リテラシー（ＤＴＰ）

兼任 講師
山内　哲也
(48)

平成22
年4月

美術リテラシー（ＤＴＰ）
卒業制作

兼任 講師
島名　毅
(33)

平成23
年4月

美術リテラシー（ＤＴＰ）

平成23年4月から教育
課程の充実を図る開講
数増のため
(23)



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

兼任 講師
江口　拓人
(28)

平成22
年4月

美術リテラシー（Ｗｅｂ）

兼任 講師
小田原　雄哉

(30)
平成23
年4月

美術リテラシー（Ｗｅｂ）

兼任 講師
八木　健一
(63)

平成22
年4月

環境デザイン論

兼任 講師
与那覇　大智

(42)
平成22
年4月

絵画基礎Ⅰ※
絵画基礎Ⅱ※

兼任 講師
 仲田　智
(47)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅱ※
絵画Ⅰ※

兼任 講師
大石　洋次郎

(63)
平成22
年4月

絵画基礎Ⅱ※
絵画基礎Ⅲ※

兼任 講師
立原(山内)

真理子
(27)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅲ※

兼任 講師
中嶋　　明
(55)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅲ※
絵画Ⅰ※
絵画Ⅱ※

兼任 講師
河内　成幸
(61)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅳ※

兼任 講師
浜西　勝則
(60)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅳ※

兼任 講師
松島　順子
(58)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅳ※

兼任 講師
瀬島　　匠
(47)

平成22
年4月

絵画
絵画基礎Ⅳ※

美術リテラシー(導入) 美術リテラシー(導入)

絵画基礎Ⅰ※

絵画基礎Ⅱ※

絵画基礎Ⅲ※
絵画基礎Ⅲ※

絵画基礎Ⅳ※ 絵画基礎Ⅳ※

奥秋　由美
（43）

平成23
年4月

平成23年4月から担当
予定講師の不都合によ
り担当変更　(23)

平成23年4月から教育
課程の充実を図る開講
数増のため
(23)

平成22年4月から科目
の充実を図るため及び
時間割上の理由により
担当変更　(22)

平成22年4月から科目
の充実を図るためオム
ニバス担当者の追加
　(22)

奥秋　由美
（42）

平成22
年4月

平成22
年4月

秋本 貴透
(48)

絵画基礎Ⅰ※

講師兼任

兼任 講師

兼任 講師



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

兼任 講師
奥秋　由美
(42)

平成22
年4月

絵画基礎Ⅳ※

兼任 講師
屋嘉部　正人

(46)
平成22
年4月

絵画Ⅰ※
絵画Ⅱ※
卒業制作

兼任 講師
小河　朋司
(43)

平成22
年4月

絵画Ⅰ※
絵画Ⅱ※
卒業制作

兼任 講師
内海　聖史
(32)

平成22
年4月

絵画Ⅱ※

兼任 講師
本間　　純
(43)

平成22
年4月

素材表現基礎※
立体造形基礎※
エクステリアエレメント※

兼任 講師
生越(大工)

麻紀子
(38)

平成22
年4月

美術リテラシー（導入）

素材表現基礎※

クラフト（空間）※

テキスタイルⅡＢ(プリントとデザイン展開)※

テキスタイル総合表現※

美術研究Ⅰ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅱ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅲ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅳ（テキスタイルデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
松村 　真
(46)

平成22
年4月

美術リテラシー（導入）

素材表現基礎※

クラフト（形体）※

インテリアエレメントＡ(木と金属の家具ﾃﾞｻﾞｲﾝ)※

クラフトデザインⅢ(機能と道具のデザイン)※

美術研究Ⅰ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅱ（クラフトデザイン）※

インテリアエレメントＢ(家具とｶﾊﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ)※

卒業制作

兼任 講師
林　　宏
(42)

平成22
年4月

美術リテラシー（導入）

素材表現基礎※

クラフト（形体）※

クラフトデザインⅡ(器のデザイン)※

テーマ制作※

美術研究Ⅱ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅲ（クラフトデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
 佐藤 　忠
(43)

平成22
年4月

メタルクラフト基礎※

メタルクラフトⅡ(鍛造技法の応用)※

クラフトデザインⅠ(接合技法とﾒﾀﾙｸﾗﾌﾄ)※

テーマ制作※

美術研究Ⅲ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅳ（クラフトデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
折原　　淳
(47)

平成22
年4月

テキスタイル基礎※

テキスタイルⅠＢ(プリントデザイン)※

テキスタイルⅢ(ファブリックアート)※

インテリアエレメントＢ(家具とカバリングデザイン)※

テキスタイル総合表現※

美術研究Ⅰ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅱ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅲ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅳ（テキスタイルデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
出居　麻美
(55)

平成22
年4月

クラフト（空間）※

テキスタイルⅠＡ(織りの基本技法と知識)※

テキスタイルⅡＡ(ウェアラブルデザイン)※

テキスタイル総合表現※

美術研究Ⅰ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅱ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅲ（テキスタイルデザイン）※

美術研究Ⅳ（テキスタイルデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
藤田　謙
(36)

平成22
年4月

メタルクラフトⅠ(彫金技法によるデザイン)※

クラフトデザインⅢ(機能と道具のデザイン)※

美術研究Ⅰ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅱ（クラフトデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
齋藤　　良
(36)

平成22
年4月

メタルクラフトⅠ(彫金技法によるデザイン)※

クラフトデザインⅢ(機能と道具のデザイン)※

美術研究Ⅰ（クラフトデザイン）※

美術研究Ⅱ（クラフトデザイン）※

テキスタイルⅡＢ(プリントとデザイン展開)※

卒業制作



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

兼任 講師
古屋　興一
(69)

平成22
年4月

工芸計画（テキスタイル）※

兼任 講師
池田　信夫
(61)

平成22
年4月

工芸計画（テキスタイル）※

兼任 講師
田邊　雅敏
(49)

平成22
年4月

工芸計画（テキスタイル）※ 兼任 講師
小笠原　宏
(65)

平成23
年4月

工芸計画（テキスタイル）※

兼任 講師
田向　待子
(54)

平成22
年4月

工芸計画（テキスタイル）※

兼任 講師
小笠原　宏
(64)

平成22
年4月

工芸計画（テキスタイル）※

兼任 講師
鈴木　安一郎

(46)
平成22
年4月

美術リテラシー（導入）

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

兼任 講師
磯崎　眞澄
(53)

平成23
年4月

美術リテラシー（導入）

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※ 兼任 講師
後藤　　薫
(49)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※

兼任 講師
日置(谷岡)

由美子
(49)

平成23
年4月

兼任 講師
高岡　香苗
(41)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※ 兼任 講師
日置(谷岡)

由美子
(49)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※ イラストレーションⅠ(発想と描写①)※

イラストレーションⅡ(発想と描写②)※ イラストレーションⅡ(発想と描写②)※

美術リテラシー（導入）
ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

兼任 講師
高岡　香苗
(41)

平成23
年4月

美術リテラシー（導入）
ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※
専 助教

田﨑　冬樹
(39)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン基礎Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※
ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

兼任 講師
近野　和彦
(52)

平成22
年4月

美術リテラシー（導入）

ビジュアルデザイン基礎Ⅰ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ（共通課題）※

ビジュアルデザイン基礎Ａ（グラフィックデザイン）※

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

兼任 講師
佐藤　英里子

(35)
平成22
年4月

美術リテラシー(デジタル)
ビジュアルデザイン基礎Ｂ（映像メディアデザイン）※
ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※

ビジュアルデザイン基礎Ｂ（映像メディアデザイン）※ 兼任 講師
平山　学
(37)

平成22
年10月

ビジュアルデザイン基礎Ｂ（映像メディアデザイン）※

映像メディアデザインⅠＢ(ｱﾆﾒ・映像ﾃﾞｻﾞｲﾝ)※

兼任 講師
大谷　まや
(57)

平成22
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※

イラストレーションⅡ(発想と描写②)※

ビジュアルデザイン基礎Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※
平成23年4月から関俊
一講師辞退のため担
当変更　(23)

平成22年10月から担当
予定講師の不都合によ
り担当変更  （23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため担当変更  （23）

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため後藤薫講師担当分
を変更
認可時　教員審査済
判定　可　（23）

平成23年4月から田邊
雅敏講師辞退のため担
当変更　(23)

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため担当変更  （23）

兼任 講師
石原　次郎
(38)

平成22
年4月

講師
関　　俊一
(45)

平成22
年4月

兼任 講師
後藤　　薫
(48)

平成22
年4月

高岡　香苗
(41)

平成23
年4月

兼任 講師

ビジュアルデザイン基礎Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※

兼任



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

兼任 講師
岩崎　誠司
(48)

平成22
年4月

ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

グラフィックデザインⅠ(共通課題)※

グラフィックデザインⅡＡ(ﾀｲﾎﾟｸﾞﾗﾌｨｰ･ｴﾃﾞｨﾄﾘｱﾙ）※

グラフィックデザインⅡＢ(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)※

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※

兼任 講師
恵面　奈津子

(35)
平成22
年4月

ビジュアルデザイン基礎Ⅱ(共通課題)※
ビジュアルデザイン実践Ａ（グラフィックデザイン）※

兼任 講師
木村　匡孝
(29)

平成22
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※
映像メディアデザインⅠＡ(メディア・インスタレーション)※

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※
兼任 講師

安蔵　隆朝
(54)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※

兼任 講師
菅野　温夫
(63)

平成23
年4月

映像メディアデザインⅡＢ(ｱﾆﾒ・映像ﾃﾞｻﾞｲﾝ)※

兼任 講師
国竹　章一
(33)

平成22
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※ 兼任 講師
石原　次郎
(39)

平成23
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※

兼任 講師
山田　秀人
(40)

平成22
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｂ（映像メディアデザイン）※

美術リテラシー(Ｗｅｂ) 兼任 講師
栗林　賢
(29)

平成23
年4月

美術リテラシー(Ｗｅｂ)

卒業制作 兼任 講師
本間　　純
(44)

平成23
年4月

卒業制作

兼任 講師
磯崎　眞澄
(52)

平成22
年4月

グラフィックデザインⅠ(共通課題)※

グラフィックデザインⅡＢ(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)※

グラフィックデザインⅡＣ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙｸﾘｴｰｼｮﾝ)※

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
鈴木　安一郎

(47)
平成23
年4月

グラフィックデザインⅠ(共通課題)※

グラフィックデザインⅡＢ(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)※

グラフィックデザインⅡＣ(デジタルクリエーション)※

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※

美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※

卒業制作

兼任 講師
大塚　麻利子

(54)
平成22
年4月

グラフィックデザインⅠ(共通課題)※
グラフィックデザインⅡＡ(ﾀｲﾎﾟｸﾞﾗﾌｨｰ・ｴﾃﾞｨﾄﾘｱﾙ)※

グラフィックデザインⅡＣ(デジタルクリエーション)※

兼任 講師
佐藤　　薫
(49)

平成22
年4月

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※
卒業制作

兼任 講師
森賀　真弓
(48)

平成23
年4月

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※
卒業制作

兼任 講師
堤　岳彦
(34)

平成22
年4月

美術研究Ⅰ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅱ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅲ（グラフィックデザイン）※
美術研究Ⅳ（グラフィックデザイン）※
卒業制作

平成23年4月からビ
ジュアルデザイン領域
内の教育効果を高める
ため担当変更  （23）

平成23年4月から
佐藤薫講師辞退のため
担当変更　(23)

平成23年4月から講師
の時間帯の不都合が発
生したため担当変更
（23）

平成23年4月から講師
の時間帯の不都合が発
生したため井上仁行講
師担当分の一部を担当
（23）

平成23年4月から国竹
章一講師辞退のため担
当変更 　(23)

平成22
年4月

映像メディアデザインⅡＢ(ｱﾆﾒ・映像ﾃﾞｻﾞｲﾝ)※

平成23年4月から松坂
有二講師辞退のため
担当変更 　(23)

兼任 講師
松坂　有二
(40)

兼任 講師
井上　仁行
(36)

平成22
年4月



専任・ 専任・

兼担・ 氏　名 兼担・ 氏　名
兼任・ （年　齢） 兼任・ （年　齢）
の別 の別

認　可　時　の　計　画

担当授業科目名職名
就任予
定年月

日

就任予
定年月

日

備　考

変　更　状　況

職名 担当授業科目名

兼任 講師
木村　匡孝
(30)

平成23
年4月

映像メディアデザインⅡＡ(ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｽﾀﾚｰｼｮﾝ)※

美術研究Ⅰ（映像メディアデザイン）※
美術研究Ⅱ（映像メディアデザイン）※ 兼任 講師

井上　仁行
(37)

平成23
年4月

美術研究Ⅰ（映像メディアデザイン）※
美術研究Ⅱ（映像メディアデザイン）※

美術研究Ⅲ（映像メディアデザイン）※
美術研究Ⅳ（映像メディアデザイン）※ 兼任 講師

山内　哲也
(49)

平成23
年4月

美術研究Ⅲ（映像メディアデザイン）※
美術研究Ⅳ（映像メディアデザイン）※

卒業制作 兼任 講師
井上　仁行
(37)

平成23
年4月

卒業制作

兼任 講師
菅野　温夫
(62)

平成22
年4月

美術研究Ⅰ（映像メディアデザイン）※
美術研究Ⅱ（映像メディアデザイン）※
美術研究Ⅲ（映像メディアデザイン）※
美術研究Ⅳ（映像メディアデザイン）※
卒業制作

兼任 講師
日置(谷岡)

由美子
(48)

平成22
年4月

イラストレーションⅠ(発想と描写①)※
イラストレーションⅡ(発想と描写②)※
イラストレーションⅢ(エディトリアル)※
イラストレーションⅣ(絵本)※

兼任 講師
三井　卓夫
(59)

平成22
年4月

美術研究Ⅰ（イラストレーション）※
美術研究Ⅱ（イラストレーション）※
美術研究Ⅲ（イラストレーション）※
美術研究Ⅳ（イラストレーション）※
卒業制作

兼任 講師
八木　美穂子

(47)
平成22
年4月

ビジュアルデザイン実践Ｃ（ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ）※
イラストレーションⅢ(エディトリアル)※
イラストレーションⅣ(絵本)※
卒業制作

兼任 講師
河西　惠子
(63)

平成22
年4月

教育相談

兼任 講師
服部　伴文
(66)

平成22
年4月

特別活動の指導法
生徒・進路指導の研究

兼任 講師
内藤　昌孝
(69)

平成22
年4月

教育制度論 兼任 講師
（67）

平成22
年4月

教育制度論

（注）

平成23年4月から講師
の時間帯の不都合が発
生したため安蔵隆朝講
師担当分の一部を担当
（23）

平成22年2月
教職課程認定に伴い
平成22年度より担当者
の変更（22）

平成23年4月から講師
の時間帯の不都合が
発生したため担当変
更  （23）

映像メディアデザインⅡＡ(ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｽﾀﾚｰｼｮﾝ)※

兼任 講師
安蔵　隆朝
(53)

平成22
年4月

　提出し，教員判定の結果が出ていない場合は「○年○月変更書提出済」，変更書を提出予定の場合は「○年○月変更書提出予定」と

・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。
・　年齢は，「認可時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）を，「変更状況」には
　平成２３年５月１日現在の満年齢を記入してください。
・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

・認可申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
  なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に
　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。
・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を
　担当することは出来ません。

　記入してください。
　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度
　（　）書き等のみを記入してください。
・　専任教員を変更する場合は，当該専門教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，
　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。
　また，「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を



（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・設置認可時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

３

２

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

　　　　「変更状況」には，平成２３年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置認可時の

［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［△2］（　28　） （　13　） ［　0　］ ［　0　］（　14　） （　12　） （　0　） （　2　）

（注）・「認可時の計画」には，設置認可時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

14 12 0 2 28 25

（２） 専任教員数

教　授 准教授

14 12 0 2 28 27

１ 教授 城井　光広
母親介護のための辞退申し出による。なお、当該人は開設前に横浜美術短期大学を平成
21年12月31日付けをもって退職した。(22)

教　授 准教授 講　師 助　教 助　教

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入して
ください。

後任者は辞退者が担当予定していた全授業科目を引き続き担当することとなり、そのすべての授業科目について「可」の判定を
受けて、シラバス及び時間割はそのまま継続できて、それぞれ後任者の氏名を入れることができており、学生の履修等への影響
は特にない。開設4ヶ月前に辞退の申し出があり、平成22年1月のＡＣ教員審査に十分な時間的準備ができた。以上のとおりすべ
て変更が完了した状態で開学を迎えることができた。(22)

変　　更　　状　　況認　可　時　の　計　画
備　　　　　考

講　師 計 助　手計 助　手



区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

６　留意事項に対する履行状況等

平成22年度開学となり、設置
計画の確実な履行を行なって
いる。
教育研究活動の水準を一層向
上させるための方策を学内の
委員会等で検討開始してい
る。(22)

1.設置の趣旨・目的等が活か
されるよう、設置計画を確実
に履行すること。また、開設
時から4年制大学にふさわしい
教育研究活動を行うことはも
とより、その水準を一層向上
させるよう努めること。

認　 可　 時

（21年10月）

留意事項に示された内容を確
実に履行しつつ、さらなる水
準の向上を目指し、次の通り
教職員が一丸となって、大学
全体で継続して積極的に取り
組んでいる。
設置計画を確実に履行するた
め、運営会議等において、本
学の設置の趣旨・目的に基づ
いた大学運営について協議を
行っている。学生にたいして
は、本学の教育理念、教育の
考え方、教育課程編成方針お
よび学位授与方針を周知させ
るため、履修要項、学生手帳
等にわかりやすく記載すると
ともにガイダンスにおいても
説明を行っている。アドミッ
ションポリシーについては、
学生募集要項等に明示してい
る。これらは大学ウェブサイ
トにも掲載し、教育情報の公
表に努めている。
4年制大学にふさわしい教育研
究活動を確保し、その水準を
一層向上させるため、各種委
員会・研修会の開催等を充実
させている。
教務委員会において、授業内
容のさらなる充実を目指して
外部講師招聘制度の整備を進
めている。
FD推進委員会において、教員
相互の授業参観及び授業改善
研修会の実施、外部講師を招
いた講演会の開催等により、
FDの推進を図っている。
研究活動については、教員の
個人研究・共同研究を推進す
るために、デザインワークス
ペース（共同研究室）を整備
する等の環境整備を行ってい
る。
また、研究活動の活性化およ
び地域の美術振興に寄与する
ため、大学ギャラリーを設置
し、研究成果発表を行ってい
る。
学生委員会および就職支援委
員会においては、学生支援制
度の整備を進めている。就職
支援として、「コミュニケー
ション能力開発」を目的とし



　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，

　　　　毎年度，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　してください。

　　　　ください。

（注）・　「認可時」には，当該大学等の設置認可時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は

た全1年次生対象の合宿研修を
はじめとする各種キャリアサ
ポートプログラム、就職活動
のための教育指導等を行って
いる。また、学生の創作活動
支援として、作品発表を行う
際の費用の一部支給を行う制
度の整備を進めている。
自己点検評価委員会におい
て、内部質保証に関わる基本
方針を決定し、今後の改善に
向け取り組んでいる。全般的
な自己点検評価は、完成年度
の翌年度に行うが、平成23年
度から点検可能な部分につい
て順次行っていく。（23）



認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

平成２２年　４月２１日（委員６名全員参加）

平成２２年　５月１９日（委員６名全員参加）

平成２２年　６月１６日（委員６名全員参加、教務委員長参加）

平成２２年　７月　７日（委員６名全員参加、教務委員長参加）

平成２２年１０月１３日（委員７名参加）

平成２２年１１月１７日（委員８名全員参加、オブザーバー教員２名参加）

平成２２年１２月　１日（委員８名全員参加）

平成２３年　１月１９日（委員８名全員参加）

平成２３年　２月　２日（委員８名全員参加）

平成２３年　３月　２日（委員６名参加）

①ＦＤ推進委員会の取組、計画について

②学生による授業評価アンケートについて

③教員相互の授業参観について

④授業改善研修会について

⑤学生対応に関する講演会について

⑥特別講義シリーズについて

⑦学生による満足度アンケートについて

⑧ＦＤ推進委員会主催講演会について

⑨ＦＤ活動の学生へのフィードバック方法について

⑩教職員へのＦＤについての周知と意識向上への取組について

①学生による授業評価アンケート

②教員相互の授業参観

③授業改善研修会

④講演会、勉強会等

⑤教員説明会

⑥学生による満足度アンケート

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　ａ　委員会の設置状況

横浜美術大学ＦＤ推進委員会　　　※関係規程添付

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

７　その他全般的事項

＜美術学部　美術学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　　　　特に変更なし

　　　・　届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

②　実施状況

　ａ　実施内容



①学生による授業評価アンケート

②教員相互の授業参観

専任教員は2年に1回、1科目の授業を前期または後期に公開する。各教員は、年度ごとに2科目を参観する。

③授業改善研修会

前・後期毎、年に2回授業改善研修会を開催し、教員相互の授業参観に対する意見交換を実施する。

④講演会、勉強会等

教員の資質の維持向上のための講演会、勉強会を開催する。

⑤教員説明会

⑥学生による満足度アンケート

新年度のガイダンス期間中に実施。学生の、前年度の満足度を量る。

①学生による授業評価アンケート

②教員相互の授業参観

③授業改善研修会

④講演会、勉強会等

⑤教員説明会

⑥学生による満足度アンケート

平成23年4月のガイダンス期間中に、2、4年次生に対し、前年度の満足度を量るアンケートを行った。

平成22年3月に平成22年度就任の全教員を対象とする横浜美術大学担当教員説明会を実施。非常勤講師を含む62名
の教員が参加。全体会では教育理念、教育組織、カリキュラム概要、コンピュータシステムについての説明を
行った。また、共通科目、教職課程科目、各領域に分かれての分科会にて授業開始に向けての打合せ等を行っ
た。

平成22年度は、全科目を対象に前期末、後期末に実施した。前期は共通科目37、専門科目21、教職科目4の合計62
科目の授業でアンケートが実施され、延べ2,790名の学生の回答を得た。後期は共通科目37、専門科目21、教職科
目8の計66科目の授業で実施され、延べ2,157名の学生の回答を得た。

各授業の最終又はその前の授業時に実施。アンケート集計結果は各教員に配布し、各教員はアンケート結果を受
けて授業改善計画書を提出する。授業改善計画書は、所属研究室主任に報告され、研究室主任はこれを分析して
報告書を作成する。

平成22年度は、15名の教員が授業を公開し、全教員が2科目を参観した。

平成22年9月8日に平成22年度第1回授業改善研修会を実施し、教員25名が参加。平成23年2月9日に平成22年度第2
回授業改善研修会を実施し、教員27名が参加。授業公開教員による工夫点、改善計画等の発表、意見交換を行っ
た。

平成22年9月8日に全教職員を対象とした「心理的な問題を抱える学生への適切な対応」についての講演会を実施
し、教職員57名が参加した。平成22年9月15日に全教職員を対象とした「著作権勉強会」を実施し、54名が参加し
た。平成23年2月16日に専任教職員、非常勤職員を対象とした「ハラスメント防止講演会」を実施した。

各教員が、本学の教育理念、教育組織、カリキュラム概要について共通の認識を持てるよう、教員説明会を開催
する。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

学生による授業評価アンケートの集計結果を各教員に配布し、授業改善計画書を提出してもらうことで、各教員
がアンケート結果の分析、考察を行い、授業改善への取組を行っている。
教員相互の授業参観では、授業を参観した各教員に参考になった点、感想、次年度に向けての提案を提出しても
らい、授業公開教員にその内容をフィードバックしている。授業改善研修会においては、授業公開教員は、公開
した授業について、授業を行なうにあたって工夫、留意した点、参観した教員からの意見を踏まえた改善計画に
ついて発表し、それらをもとに意見交換を行うことで、授業改善への取組を行っている。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　ｂ　実施方法



③　認証評価を受ける計画

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（３） 自己点検・評価等に関する事項

②　自己点検・評価報告書

　自己点検評価は、学部長を委員長とする自己点検・評価委員会（以下「委員会」）が中心となって行う。手順として
は、自己点検・評価委員会が評価項目、項目毎の評価基など実施計画を策定する。また、各委員会、各課が担当業務内容
の点検を行う。そして、自己点検・評価委員会がその点検内容について、評価基準を満たしているかどうか評価を行う。
　全般的な自己点検評価は、完成年度の翌年度の平成２６年に行うが、平成２３年度から点検・評価可能な項目について
行う。

自己点検・評価報告書を刊行し、関係機関に配布予定

大学ホームページに公開予定（平成２６年７月以降）

平成２６年７月　公表予定

　ａ　公表（予定）時期

　ｂ　公表方法

　　　　いて記入してください。

平成２７年度に評価機関（財団法人　大学基準協会）の評価を受けるべく、学内で検討中

（注）・　設置認可時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ



　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成23年11月1日予定　）

○　設置計画履行状況報告書

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

（４） 情報提供に関する事項

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.yokohama-art.ac.jp/）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

有 

承諾する 
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